
農林水産委員会会議記録

農林水産委員長 太田 正美

１ 日 時

令和５年３月６日（月） 午前１０時３５分から

午前１１時１７分まで

２ 場 所

第３委員会室

３ 出席した委員の氏名

太田正美、大友栄二、井上伸史、尾島保彦、平岩純子、河野成司、堤栄三

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

農林水産部長 佐藤章 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第３７号議案のうち本委員会関係部分、第４３号議案、第４４号議案、第４５号議案及

び第５１号議案については、可決すべきものといずれも全会一致をもって決定した。

（２）佐伯市で発生した高病原性鳥インフルエンザについて及び農林水産部関係組織改正の概

要について、執行部から報告を受けた。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 主査 吉良文晃

政策調査課政策法務班 副主幹 安達佑也



農林水産委員会次第 

 
日時：令和５年３月６日（月）本会議終了後 

場所：第３委員会室            

 

１ 開  会 

 

 

２ 農林水産部関係 
（１）付託案件の審査 
   第 ３７号議案 令和４年度大分県一般会計補正予算（第５号） 

（本委員会関係部分） 
第 ４３号議案 令和４年度大分県林業・木材産業改善資金特別会計補正予算 

（第１号） 
   第 ４４号議案 令和４年度大分県沿岸漁業改善資金特別会計補正予算（第１号） 

第 ４５号議案 令和４年度大分県県営林事業特別会計補正予算（第１号） 
第 ５１号議案 令和４年度における農林水産関係事業に要する経費の市町村負担につ

いて 
（２）諸般の報告 
   ①佐伯市で発生した高病原性鳥インフルエンザについて 
   ②農林水産部関係組織改正の概要について 
（３）その他 
 
 
３ 協議事項 

（１）その他 
 
 
４ 閉  会 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

 

太田委員長 ただいまから、農林水産委員会を

開きます。 

本日審査いただく案件は、付託を受けた議案

５件です。この際、案件全部を一括議題とし、

これより審査に入ります。 

それでは、付託案件の審査に入ります。まず、

第３７号議案令和４年度大分県一般会計補正予

算（第５号）のうち、本委員会関係部分につい

て、執行部の説明を求めます。 

井迫農林水産企画課長 資料の２ページをお願

いします。第３７号議案令和４年度大分県一般

会計補正予算（第５号）のうち、農林水産部関

係について説明します。 

まず、（１）補正予算案を御覧ください。赤

い太枠で示すとおり、農林水産部の令和４年度

３月補正予算の総額は１１５億９，１０９万４

千円の減となっています。今回の補正予算にお

いては、その下の括弧書きにあるとおり、国の

補正予算で措置された経済対策関連として２７

億４，４５６万７千円を計上していますが、一

方で、本年度は台風第１４号による被害はあっ

たものの、当初予算計上額に比べて被害額が少

なかったことなどにより、総額では減少となっ

たものです。 

次に、（２）うち公共事業費を御覧ください。

公共事業費の総額は、一番下の赤い太枠で示す

とおり７４億５，３３３万６千円の減額となっ

ています。これも同じく、現年分の災害復旧事

業費の減などによるものです。 

次に、資料３ページを御覧ください。（３）

主な補正事業として、国の補正予算に関連する

主な事業について説明します。まず、１番の園

芸品目等広域流通体制整備事業９億５，７６９

万１千円です。これは、短期集中県域支援品目

として生産拡大を図る、ねぎ、ピーマンなどの

園芸品目の流通体制を強化するため、ＪＡ全農

おおいたが行う大分青果センターの拡充を支援

するものです。大分青果センターの取扱量は高

水準で推移しており、現状においても時期によ

っては収容能力を超過しています。さらに今後

は、短期集中県域支援品目などのさらなる増産

が見込まれるとともに、労働基準法の改正によ

り、２０２４年からトラックドライバーの拘束

時間が厳格化されるなど、今後の物流コストの

上昇が見込まれています。そこで、本事業では

予冷庫の規模拡張を支援し、九州のストックポ

イントとしての機能を強化することで、広域共

同輸送を実現し、物流コストの低減を図ります。 

次に、２番の畜産クラスター関連事業５億５，

９３４万４千円です。これは、畜産経営体の収

益力向上を図るため、畜産クラスター計画に基

づく畜舎等の整備を支援するものです。本補正

予算では、肉用牛競争力強化対策事業において、

竹田市で繁殖牛を飼育している事業体における

繁殖雌牛６８頭分の牛舎１棟の増設を、また、

県産鶏肉鶏卵振興対策事業において、鹿児島県

で採卵鶏を飼育し、その一部を大分市の大分Ｇ

Ｐセンター――卵を洗浄、殺菌しグレード別に

パッキングする施設に出荷している企業体によ

る大分市での鶏舎２棟、８万８千羽規模の新設

を支援します。 

次に、資料４ページを御覧ください。（４）

繰越明許費補正について説明します。これは、

今回の国の補正予算に関する事業や地元交渉、

工法協議等に不測の日数を要したため、年度内

の完成が困難な事業について、次年度への繰越

しを行うにあたり、その限度額を設定させてい

ただくものです。ページ上段の表には、今回の

補正予算で新たに追加するものを記載していま

す。内訳としては、第６款農林水産業費で６９

億１，６３７万５千円、第１１款災害復旧費で

３７億３，１４６万１千円、計１０６億４，７

８３万６千円となります。また、その下の変更

分は、事業の進捗状況や国の補正予算の受入れ

に伴い、９月補正予算及び１２月補正予算で設

定した繰越限度額の変更を行うもので、補正額
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は７９億６，９６０万５千円となっています。 

太田委員長 以上で説明は終わりました。これ

より質疑に入ります。どなたかありますか。 

尾島委員 国の補正予算を受けて、園芸品目等

広域流通体制整備事業が提案されましたが、大

変いいことだと思っています。この事業につい

て、現状の予冷庫の処理能力に対して、拡張後

はどういった能力を有するのか教えてください。 

 それから、事業の中身について、予冷庫の拡

張は、上屋も含めた整備になっているのか、い

わゆる予冷庫だけの導入になっているのか、全

体的な整備の概要が分かればお願いします。 

田中おおいたブランド推進課長 まず、予冷庫

の能力や規模の件については、パレットに段ボ

ールを積んで予冷庫の中に保管していますが、

現状は１日に３４０パレット規模の施設になり

ます。これだと、ピーマンの最盛期である夏に

は中に収まり切れないために、保冷車を借りて

きて一時的に保管して対処しています。これが

整備されると６０６パレットとなり、倍までは

いきませんが、今から増える分も中に入れるこ

とができるようになります。 

 それから、２番目の質問である全体の概要で

すが、土地の取得はＪＡ全農おおいたが自前の

予算で行い、その上の建屋も含めた予冷庫の整

備となっています。 

堤委員 今の質問に関連して、場所はどこにな

るのか教えて。 

田中おおいたブランド推進課長 場所について

は、現状、大在ふ頭に全農青果センターという

既存の施設があります。今回新設される青果セ

ンターの横に、ＲＯＲＯ船の清水港への基地も

新しくできる予定になっているので、ＣＯ２削

減のモーダルシフトにも貢献する施設になると

思います。 

堤委員 分かりました。もう一つの畜産クラス

ター関連事業については、８万８千羽分規模の

鶏舎を戸次に造ると聞いています。山の中では

あるが、住宅団地が結構あるけれども、臭いの

問題とか騒音に対する対策がどうなっているか

を教えてください。 

本田畜産技術室長 臭いや騒音の件については、

以前鶏舎で使っていた施設を解体して新規で施

設整備を行うことで、既に地元説明会等を行っ

て、地元の同意をもらっていると聞いています。 

堤委員 地元の同意は取れてると言ったね。 

本田畜産技術室長 はい。 

堤委員 分かりました。 

河野委員 １番目の園芸品目等広域流通体制整

備事業の関係ですけれども、これはＲＯＲＯ船

を使った冷蔵コンテナ等での出荷と伺っていま

すが、実際にこの施設を拡張することと、ＲＯ

ＲＯ船での冷蔵コンテナ等の導入については連

動しているのか教えてください。 

田中おおいたブランド推進課長 現状、青果セ

ンターでは東京への出荷を週３便ほどこのＲＯ

ＲＯ船を活用して既に行っています。新しい青

果センターができれば、荷物がここに集まって

くるので、その分も含めて、さらに関東向けの

ＲＯＲＯ船の活用を増やしていこうとする連動

した計画になっています。 

河野委員 冷蔵コンテナ等を使った配送の形に

ついて、関東近辺の一大産地と言われる静岡県、

群馬県、埼玉県といった産地間競争はコスト面

で非常に厳しいと青果市場へ行くと聞きます。

大分県の青果市場に行った際には、大分県の生

産品目については、どうしても輸送コストを上

乗せするので価格競争力が非常に厳しいという

話も聞いていたんですけれども、その辺の見通

しはいかがでしょうか。 

田中おおいたブランド推進課長 確かに関東に

は白ねぎの産地がたくさんあり、関東は白ねぎ

の激戦区です。今、関東向けのＲＯＲＯ船が１

４フィートのコンテナで、年間で１５６コンテ

ナ行っています。主な品目は白ねぎ、かぼすや

みかんなどのかんきつ類になります。 

 白ねぎについては、ただできましたという形

で市場に出すと買いたたかれるので、協力して

くれるスーパーや量販店と、あらかじめこれく

らい出しますので、これぐらいの値段でという

価格交渉をしながら、相対契約の割合を増やし

て販売しています。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 
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太田委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決します。 

 本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと決することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案のうち本

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。 

 次に、特別会計補正予算に係る三つの議案を

まとめて審査します。第４３号議案から第４５

号議案までを一括して執行部の説明を求めます。 

倉原団体指導・金融課長 資料の５ページを御

覧ください。第４３号議案令和４年度大分県林

業・木材産業改善資金特別会計補正予算（第１

号）について説明します。 

 今回の補正予算では、赤い太枠で囲ってある

令和４年度３月補正予算案にあるように、貸付

勘定において２，２６８万６千円の減額を、業

務勘定において２５４万８千円の減額を計上し

ています。内訳は、右の主な増減理由の欄に記

載していますが、林業・木材産業改善資金にお

いて、前年度の未使用額が確定したことに伴い、

繰越金を貸付原資として予算計上するとともに、

木材産業等高度化推進資金については、貸付実

績が見込みを下回ったことから貸付金の減額を

行っています。 

資料の６ページを御覧ください。第４４号議

案令和４年度大分県沿岸漁業改善資金特別会計

補正予算（第１号）について説明します。 

今回の補正予算では、赤い太枠で囲ってある 

令和４年度３月補正予算案にあるように、貸付

勘定において２億７，７３２万５千円の増額を、

業務勘定において９万４千円の増額を計上して

います。これは、沿岸漁業改善資金において、

前年度の未使用額が確定したことに伴い、繰越

金を貸付原資及び事務費として予算計上したこ

となどに伴うものです。 

日田森林整備室長 資料７ページを御覧くださ

い。第４５号議案令和４年度大分県県営林事業

特別会計補正予算（第１号）について説明しま

す。 

今回の補正予算では、赤い太枠で囲ってある

令和４年度３月補正予算案にあるように、県営

林事業費２，８４０万４千円の増額を計上して

います。内訳としては、第１款第１項県営林事

業費では、伐採事業費において９９３万３千円

の増額を計上しています。また、第２項県民有

林事業費においても、同じく伐採事業費におい

て１，７００万３千円の増額を計上しています。

これらは、ウッドショックの影響で木材価格が

上昇し、昨年度の木材売払収入が増加したこと

に伴い、本年度の県営林事業特別会計に係る消

費税納付額が増加したことなどによるものです。 

太田委員長 以上で説明は終わりました。これ

より質疑に入ります。どなたかありますか。 

堤委員 第４３号議案と第４４号議案は未使用

額が結構多いんですよね。借り手がなかったの

か、それともハードルが高いのか、ちょっとそ

こら辺の事情を教えてください。 

倉原団体指導・金融課長 第４４号議案ですが、

貸付実績が今年はありません。近年、民間の融

資の方が良いとのことで、なかなか借り手がい

ない状況です。水産関係については、県の補正

予算の関係でエンジン、基幹装備の利用者の間

で資金需要が増加している傾向があるんですけ

れども、この沿岸漁業改善資金については、実

績としてはありません。 

堤委員 要は民間の借入れの方が楽なのかな。

一つにはハードルが高いことも問題なんですか。

この資金は金利は安いんでしょう。 

倉原団体指導・金融課長 沿岸漁業改善資金は

直接県が貸す資金だったんですけれども、令和

４年度に改めて転貸事業という形で話をしてい

ます。また、借りやすくするために、市中銀行

から貸せるように制度を変えて今周知はしてい

ますが、需要は低い状況です。 

 金利は、近代化資金という資金があり、利率

が０．９％ですが、沿岸漁業改善資金は無利子

です。ですが、金利差が小さいことや、保証人

が必要になるので、その部分で若干借りにくく

なっているところがあります。 

堤委員 今、全体的に利率は低いんだけど、や

っぱり無利子はいいですからね。保証人がいら
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ない制度も増えていますから、その辺は中身を

改善して、せっかくいい制度があるんだから、

ぜひこれを活用できるように頑張ってください。 

太田委員長 ４４号議案の答えは。（「違う違

う、４３」と言う者あり）４３号議案ですね。 

倉原団体指導・金融課長 第４３号議案は林業

の関係ですけれども、これは２種類の貸付資金

があります。まず、林業・木材産業改善資金は、

林業、木材産業の経営者や従事者が新たに経営

を開始する際、また、林産物で新たな生産販売

方式等を導入する際に、機械や施設整備に関し

て必要な資金を無利子で貸し付けるものです。

令和３年度には１件８００万円の貸付実績があ

りますが、令和４年度は今のところなしとなっ

ています。 

 次に、木材産業等高度化推進資金についてで

す。これは木材の生産、流通の合理化や木材供

給の円滑化を図るために、素材生産等の導入や

木材の加工、流通システムの整備のための必要

な資金で、金融機関との協調融資で低利で貸し

付けるものです。これは毎年一度、協調融資し

ている金融機関である大分銀行には１年１年貸

し付けて返してもらう形になるんですが、実際

に貸付件数が現在５件あります。今のところ３

億１，６００万円ほど貸していますが、新規は

今年度はありません。いろんな制度の周知を図

っていきたいと考えています。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決します。 

 まず、第４３号議案令和４年度大分県林業・

木材産業改善資金特別会計補正予算（第１号）

について、採決します。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定しました。 

次に、第４４号議案令和４年度大分県沿岸漁

業改善資金特別会計補正予算（第１号）につい

て、採決します。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定しました。 

次に、第４５号議案令和４年度大分県県営林

事業特別会計補正予算（第１号）について、採

決します。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第５１号議案令和４年度における農林

水産関係事業に要する経費の市町村負担につい

て、執行部の説明を求めます。 

井迫農林水産企画課長 資料の８ページをお願

いします。第５１号議案令和４年度における農

林水産関係事業に要する経費の市町村負担につ

いて説明します。 

こちらは、令和４年度の農林水産関係の公共

事業を補正予算で変更及び追加するにあたり、

経費の一部に充てる市町村負担金の割合を定め

ることについて、地方財政法第２７条第２項に

基づき、議決をお願いするものです。議決の対

象となる事業は、資料の中ほどＲ４当初・補正

比較の事業名の一番左上、農林水産業施設災害

防止緊急対策事業です。具体的には、香々地漁

港の泊地における浸水被害防止のための消波ブ

ロック設置や、保戸島漁港の臨港道路における

落石被害防止のための防護柵等の整備における

工事内容の変更、追加に伴う率の変更です。 

なお、本件については、事前に関係市から負

担の同意をいただいています。 

太田委員長 以上で説明は終わりました。これ

より質疑に入ります。どなたかありますか。 

堤委員 負担割合が上がった理由は何ですか。 

広津留漁港漁村整備課長 まず、１点目の変更

点ですが、香々地漁港の海岸保全施設の整備を

計画していたけれども、地元と協議した結果、

泊地の護岸として整備をしたいという意向があ

り、海岸保全施設の負担金率と漁港施設の負担
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金率が違うので、変更しています。 

 もう１点は、保戸島漁港について、昨年７月

に臨港道路で落石が発生しました。当初、こう

いった臨港道路の整備は想定していなかったの

で、他の施設の負担割合とあわせて、１０分の

１０で提案しています。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決します。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

太田委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定しました。 

 以上で、付託案件の審査を終わります。 

 次に、執行部より報告をしたい旨の申出があっ

たので、これを許します。 

 それでは、①と②の報告をお願いします。 

梅木畜産振興課長 資料の９ページをお願いし

ます。佐伯市で発生した高病原性鳥インフルエ

ンザについて報告します。 

まず、資料左上の高病原性鳥インフルエンザ

の全国での発生状況についてです。令和５年３

月３日時点で、２５道県、７７事例、約１，５

０２万羽と、過去最多の発生件数及び殺処分羽

数となっています。県のウイルス侵入防止対策

として、フェリー乗場や大分空港、ゴルフ場へ

の消毒マットの通年設置や、シーズン前の１０

月１３日からと１月１１日からの２回、養鶏農

場へ消石灰を配布するとともに防疫体制の指導

徹底に全力で取り組んでいましたが、残念なが

ら、１月１７日に佐伯市宇目の養鶏農場で、本

病の発生が確認されました。 

資料中ほどの防疫対応についてです。１月１

６日１０時、当該農場から死亡羽数増加の連絡

を受け、家畜保健衛生所が農場へ立入調査、１

４時に簡易検査陽性となり疑われる事例と確定

し、１６時に県対策本部を設置し、今後の防疫

体制の確認及び初動防疫準備に取りかかりまし

た。その後、遺伝子検査陽性の結果をもって農

林水産省と協議を行い、１月１７日８時に疑似

患畜と確定されました。同時に、発生農場を中

心に３キロメートル以内を移動制限区域、３か

ら１０キロメートルの区域を搬出制限区域に設

定し、幹線道路上に消毒ポイントを７か所設け、

病原体の拡散防止を行いました。発生農場では、

飼養管理者が同一の二つの関連農場の飼養鶏を

合わせた約５万５，４００羽の殺処分について、

約１０時間３０分後の１７日１８時３０分に終

了し、処分鶏等の埋却及び農場消毒を行い、約

２０時間後の翌１８日４時に初動防疫措置が終

了しました。その後、周辺農場での発生が確認

されなかったことから、１月２９日０時に搬出

制限区域を解除、２月９日０時に移動制限区域

を解除し、あわせて消毒ポイントも撤去しまし

た。 

資料下段の今後の取組についてですが、過去

には、北海道において５月中旬での発生も確認

されていることから、引き続き、養鶏農家への

農場消毒、異常鶏を確認した場合の早期通報等

の防疫体制の指導徹底に取り組みます。 

井迫農林水産企画課長 資料の１０ページをお

願いします。令和５年度の農林水産部関係の組

織改正の概要について説明します。 

まず、令和４年１１月に開催した第４５回全

国育樹祭が成功裏に終了し、次年度開催県への

引継ぎなどの関連業務も終了したことから、令

和５年３月３１日をもって全国育樹祭推進室を

廃止します。次に、令和６年秋に予定されてい

る第４３回全国豊かな海づくり大会の開催準備

の本格化に伴い、令和５年４月１日をもって全

国豊かな海づくり大会推進室を設置します。大

会の成功に向け、式典及び行事などの準備や大

会に向けた機運醸成をさらに進めます。 

なお、本年度、漁業管理課内に設置した全国

豊かな海づくり大会準備班については廃止しま

す。 

太田委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑があればお願

いします。 

堤委員 鳥インフルエンザの関係ですが、養鶏

を全部殺処分するわけで、この養鶏農家の所得

補償はどうなっているのか分かれば教えてくだ
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さい。 

梅木畜産振興課長 発生農場については、実際

に今回処分した鳥の数、それと、鳥の日齢等を

勘案して国から補償されます。ただ、今回の発

生に関して、国から疫学調査委員が派遣されて、

発生農場の飼養者に何らかの落ち度がないかを、

農場の状態や飼養管理の仕方等を調査し、そこ

から減率していきます。何もなければ国の算定

上は１００％となり、養鶏の再開に向けた資金

としては大体足りる金額が認められているんで

すけど、例えば、壁に穴が空いていたのをその

ままにしていたとか、作業員が各関連の鶏舎に

行く間に同じ長靴を使っていた場合等があると、

減額査定されます。その査定についての調査は

まだ続いているので、その結果が出てから、補

償そして再開に向けた行動を進めていきたいと

考えています。 

堤委員 所得補償について、県は何か関わりが

あるんですか。 

梅木畜産振興課長 畜産振興課としては、再開

に向けた何らかの資金の準備とかは今現在あり

ませんが、再開に向けた検査として、最終的に

はおとりの鳥を農場に入れて、それがウイルス

に感染しないかなどの確認を行います。それは

家畜保健所や畜産振興課で行って、再開に向け

た支援を行っていきます。 

河野委員 鳥インフルエンザの発生に伴って、

鶏肉、鶏卵の供給不足から価格が高騰している

状況があるわけですけれども、大分県は鶏肉の

消費量が非常に高い地域です。そのため、新し

いひなを入れて、実際に食肉用のところまで持

っていくまで期間がかかると思うんですが、何

か生産者をバックアップする制度があるんでし

ょうか。 

梅木畜産振興課長 本県は今回１件発生で、鹿

児島県等と比べるとあそこは１０件以上なので、

現状としては県内の生産羽数、卵の個数につい

ては通常と変わらない状況で、それに対する対

策は、現状ではありません。 

 確かに、テレビ等で吉野鶏めしの原材料が足

りないと報道されましたけど、それについては

紹介などの対応はしているので、県内の生産者

から委員が言われたことで問合せは今のところ

来ていません。 

河野委員 毎年鳥インフルエンザの流行期は、

大規模感染が起きた場合に備えて、そういった

制度の準備もぜひお願いしておきたいと思いま

す。 

尾島委員 報道で知ったんですけど、今まで鳥

インフルエンザが発生した場合、農場処分が原

則だったみたいですが、今後は農場の中で鶏舎

ごとに処分をしてもいいとあったと思うんです

けど、その辺の対応は具体的にはどうでしょう

か。 

梅木畜産振興課長 報道等で流れている部分が

あることは承知していますけど、農林水産省か

ら我々の方には具体的に一切情報が上がってい

ませんので、大変申し訳ありませんが、その件

について答えることは控えます。 

太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかに御質疑等もないので、以上

で諸般の報告を終わります。 

 この際、何かありませんか。 

尾島委員 生乳の生産過剰が今非常に問題にな

っていると思います。私も委員会で昨年５月に

日田市の本川牧場で酪農施設を見学しました。

今まではこういった生乳の処分に対する助成は

一般的によく聞いたんですけど、この乳牛の殺

処分の補助金を出すと、最大４万頭、５０億円

ぐらいの予算を見込んでいるとのことでした。

そこで質問ですけど、大分県は現状で生産過剰

状態なのかと、もし生産過剰であるならばこう

いった事業が決まっているのかを教えてくださ

い。 

本田畜産技術室長 乳牛の早期淘汰ということ

で、大分県でも頭数や出荷乳量を減らすことに

取り組む農家がいる話は聞いています。 

 県全体の生産量については、廃棄などが必要

な状況ではなく、前年度比で乳量自体は少し落

ちてきています。 

 農家については、飼料高騰とか乳価の関係で

非常に経営が厳しい状況が続いているので、支

援は引き続き行っていきたいと考えています。 
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太田委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 ほかにないので、これで農林水産

部関係の審査を終わります。 

執行部の皆様はお疲れ様でした。委員の皆さ

んは、この後協議を行いますのでお残りくださ

い。 

 

〔農林水産部退室〕 

 

太田委員長 それでは協議事項に入ります。 

 この際、ほかに何かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

太田委員長 別にないので、これをもって委員

会を終わります。 

 お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


